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問合せ先  グローバル経営企画部長 菊池 慎吾 

(TEL 03 － 3750 －6761 ) 

 

第 17 次中期経営計画の概要 

（2014.４.１～2017.３.31） 

 

この度、2014 年度を初年度とする３ヵ年を対象にユシログループの中期経営計画を策定致しました。 

 

記 

１．事業環境 

わが国の基幹産業であります自動車産業は、自動車各社が生産の拠点を海外に移し、国内市場は

縮小傾向にあります。一方、中国、新興国の成長市場ならびに北米市場の回復で、その生産台数は

グローバルでみれば増加傾向になると予測されます。当社の主力事業であります金属加工油剤の

売上高は、自動車産業への依存度が大きく、今後、市場が拡大する地域には積極的に経営資源を投

入し業績の拡大に繋げてまいります。また、円安により原油を中心とする石油製品価格が高騰する

中、継続的に利益、利益率を改善できる戦略、体制を整え競争力を強化してまいります。 

 

２．基本戦略 

1) グローバルでの事業拡大を加速 

本年、インド、メキシコに新たな生産拠点を稼動させ、東南アジア・インド、南北アメリカ、

中国の３セグメントでの事業拡大を加速させる。 

また、同時に各セグメントでの研究開発体制を強化し、タイでアセアン・テクニカルセンター

を稼動させ、アメリカには研究設備を増設し、メキシコまでの技術対応、現地ニーズにあった製

品開発、新製品投入を積極的に実施する。 

2016 年度の海外売上高比率 50％を目指す。 

2) 国内コア事業の強化 

営業、技術一体の組織とし、顧客対応と製品開発のスピードアップで顧客満足度を向上させ

る。また、代理店網の再整備を行い販売強化に繋げる。 

3) グローバルでの原材料、製品の最適調達化による国内外の利益改善 

ユシログローバルネットワークを活かし、原材料情報を的確に把握し最適サプライヤーの選択

と各種製品群の最適生産拠点からの供給で国内外の利益改善を実施する。 



4) 新規事業の育成と参入 

土木、インフラ分野に適用できるケミカル品の育成、実績化を検討するとともに、技術導入、

事業提携、M&A を活用し新規事業分野への参入を目指す。 

 

３．連結財務目標 

   

2014 年３月期 

見 通 し 

中期３ヵ年計画 

2015 年３月期

計 画

2016 年３月期

計 画

2017 年３月期（最終年度） 

計 画 
2014 年３月期

増 減 比

売 上 高 

百万円 

26,800 

百万円

28,100

百万円

30,000

百万円 

32,000 

％

19.4

営 業 利 益 1,400 1,700 2,300 2,900 107.1

経 常 利 益 2,160 2,500 3,000 3,600 66.7

当 期 純 利 益 1,410 1,700 2,000 2,500 77.3

注：2014 年３月期見通しは、2014 年２月７日発表数値 

 

以上 


